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7）（６）式と（７）式を について微分すると、 と が得られる。よって、家族介護 は
 の増加関数であることがいえる。
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  1 とする。は介護
者の市場労働賃金、 は介護者の市場労働時間、 は家族介護の価格を表しており、右辺の 
 は、家族介護に対して親から子供へ移転される所得や資産を表している6）。
また、時間制約は以下のように与えられるものとする。
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効用最大化問題を解くと、以下の生産要素に対する需要関数が導出される。
      （6）
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    （8）
（６）式と（７）式を（２）式と（３）式に代入することより、家族介護  に対する供給関数
       （9）
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    （12）
が導出され、家族介護 
 は  の減少関数であることがいえる。
以上より、導出された需要関数 
  
   と供給関数       の交点に




どのように変化するのかということを考察する。そして、 と  の変化により、親の介護
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表２より、次のことがいえる。家族介護と介護サービスの代替の可能性が低いケース  では、
 が
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